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【
九
月
の
行
事
報
告
】 

●
大
行
事
祭 

毎
年
９
月
５
日
に
伝
統
行
事
、
五
穀
豊
穣
を

祈
り
、
自
然
の
恵
み
に
感
謝
す
る
「
大
行
事
祭
」

を
行
い
ま
し
た
。
現
在
は
細
々
と
伝
統
を
守
る

行
事
に
な
り
ま
し
た
が
、
以
前
は
地
域
を
挙
げ

て
の
一
大
行
事
で
し
た
。 

伝
統
を
守
り
、
自
然
に
感
謝
し
、
平
穏
な
地
域

で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。 

●
敬
老
の
日
記
念
式
典  

十
六
日
の
敬
老
の
日
、
大
野
城
市
は
各
区

で
お
祝
い
の
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
牛

頸
区
も
公
民
館
で
九
八
名
の
七
七
歳
以
上

の
敬
老
者
が
出
席
さ
れ
、
ご
長
寿
を
祝
い
ま

し
た
。
今
年
は
、
新
百
歳
は
お
ら
れ
ず
、
米

寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
が
六
名
で
三
名
が
出

席
さ
れ
祝
状
が
区
長
か
ら
渡
さ
れ
ま
し
た
。

長
寿
代
表
の
方
に
筑
紫
幼
稚
園
か
ら
花
束

贈
呈
が
あ
り
、
市
長
の
祝
辞
が
あ
り
式
典
は

終
了
し
ま
し
た
。 

続
い
て
筑
紫
幼
稚
園
児
の
遊
戯
披
露
、
平
野
小
学
校
児
童
の
琴
演

奏
・
太
鼓
演
奏
が
祝
い
の
席
に
華
を
添
え
ま
し
た
。
祝
宴
は
文
化
部

の
唄
や
踊
り
な
ど
の
演
芸
で
盛
り
上
が
り
、
１
時
間
程
楽
し
く
過
ご

し
て
頂
き
ま
し
た
。 

●
福
祉
推
進
委
員
視
察
研
修 

 

二
七
日
は
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
福
祉

推
進
委
員
視
察
研
修
会
で
、
田
主
丸
の
障
が

い
者
支
援
施
設
、
社
会
福
祉
法
人 

八
千
代
会

「
田
主
丸
一
麦
寮
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
田

園
の
中
に
あ
る
広
い
施
設
、
増
設
し
て
９
０

名
の
方
が
入
居
し
て
、
入
居
待
ち
の
状
況
で

す
。
豊
か
な
自
然
の
な
か
で
も
あ
り
農
園
も

隣
接
し
て
い
ま
す
。
ま
た
自
立
支
援
も
温
泉

施
設
「
笹
の
湯
」
で
の
作
業
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
パ
ン
の
製
造
販
売
、

さ
を
り
織
り
、
ワ
コ
ー
ル
の
外
注
下
請
け
な
ど
を
４
つ
の
班
に
分
か

れ
て
も
行
い
、
働
く
喜
び
を
感
じ
て
も
ら
え
る
自
立
支
援
を
目
指
し

て
い
る
の
が
伺
え
ま
し
た
。 

【
十
月
の
行
事
予
定
】 

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
当
番
月 

五
日 

 

評
議
員
会 

 
 
 
 

隣
組
長
会 

一
四
日 

南
コ
ミ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
れ
く
ス
ポ
祭 

二
〇
日 

区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

二
三
日 

一
組
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・
悠
々
会
・
執
行
部
交
流
会 

二
四
日 

第
４
回
地
域
ケ
ア
会
議
・
企
画
調
整
会
議 

三
〇
日 

第
３
回
地
域
福
祉
推
進
委
員
会 

●
筑
紫
地
区
消
防
操
法
大
会 

 

二
二
日
に
筑
紫
農
協
本
店
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
筑
紫

地
区
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、
筑
紫
地
区
四
市

一
町
の
代
表
が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
と
自
動
車
の
部

で
競
い
ま
し
た
。
九
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た
大
野
城

市
消
防
操
法
大
会
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
優
勝
の
第
四

分
団
と
自
動
車
の
部
で
優
勝
し
た
第
一
分
団
が
そ

れ
ぞ
れ
筑
紫
地
区
大
会
で
も
優
勝
し
来
年
開
催
の

県
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
き
び
き
び
と
し

た
正
確
な
力
強
い
動
作
が
高
得
点
と
な
り
優
勝
と
い
う
結
果
が
出
ま
し

た
。。
大
野
城
市
消
防
団
の
訓
練
の
成
果
が
も
た
ら
し
た
優
勝
、
地
域
の
誇

り
で
も
あ
り
、
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

●
お
お
の
山
城
大
文
字
ま
つ
り 

二
八
日
・
二
九
日
、
今
年
で
三
二
回
目
を
迎
え
る
大

野
城
市
最
大
の
祭
典
「
お
お
の
山
城
大
文
字
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二
八
日
、
大
文
字
公
園

で
献
火
式
、
分
火
式
が
行
わ
れ
火
の
使
者
か
ら
南
コ

ミ
へ
と
受
け
継
が
れ
、
南
コ
ミ
で
祭
り
の
ス
タ
ー

ト
、
南
ん
子
太
鼓
・
神
輿
・
踊
り
隊
が
迎
え
ま
し
た
。

二
九
日
は
各
区
の
神
輿
隊
と
踊
り
隊
が
パ
レ
ー
ド

で
祭
り
に
花
を
添
え
、
夜
は
ス
テ
ー
ジ
で
南
コ
ミ
の

踊
り
隊
が
「
河
内
男
節
」
を
熱
演
し
ま
し
た
。
参
加
・
支
援
し
て
頂
い
た

方
は
二
日
間
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

【
季
節
の
歳
時
記
】 

お
彼
岸
を
彩
る
季
節
の
花
、
彼
岸
花
が
今
年
も
公
民
館

の
周
り
の
田
の
畔
を
赤
く
染
め
ま
し
た
。 

 

ス
エ
ち
ゃ
ん
の
牛
頸
ば
な
し 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

第
八
十
一
回 

私
の
思
い
出 

そ
の
一 

  
 
 
 
 
 

 

私
、
竹
田
は
終
戦
の
翌
年
牛
頸
へ
移
り
住
み

ま
し
た
。
中
学
一
年
生
で
し
た
。 

毎
日
薄
暗
い
内
に
家
を
出
て
博
多
方
面
へ
向
か

う
人
と
連
れ
だ
っ
て
国
鉄
水
城
駅
や
西
鉄
下
大

利
駅
へ
向
か
い
ま
し
た
。
帰
り
は
時
に
は
真
っ

暗
な
道
を
歩
き
ま
し
た
。
街
灯
も
家
も
あ
り
ま

せ
ん
が
花
崗
岩
の
砂
道
は
白
く
て
難
な
く
歩
け

ま
し
た
。
そ
の
頃
は
自
転
車
は
お
ろ
か
人
も
車

も
全
く
通
り
ま
せ
ん
。
今
の
南
ヶ
丘
四
つ
角
の

所
に
来
る
と
、
い
つ
も
狐
が
コ
ー
ン
コ
ン
、
ギ

ャ
ー
ッ
と
鳴
い
て
、
ビ
ク
ビ
ク
し
て
歩
き
ま
し

た
。
天
狗
の
松
の
前
を
小
走
り
に
通
り
、

切
り
通
し

キ

ド

オ

（
今
の
銀
ず
し
の
辺
）
を
抜
け
る
と

牛
頸
の
家
の
灯
が
見
え
て
、
ホ
ッ
と
し
た
も
の

で
す
。
南
ヶ
丘
四
つ
角
の
所
は
昭
和
３
８
年
頃

ま
で
は
立
派
な
三
差
路
で
高
い
崖
が
通
せ
ん
ぼ

う
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
「
真
奈
井
ヶ

滝
道
」
の
大
き
な
道
標
が
あ
り
ま
し
た
が
造
成

工
事
の
時
に
紛
失
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
の
ア

シ
ュ
ラ
ン
の
と
こ
ろ
は
小
高
い
丘
で
、
右
の
方

平
野
小
へ
大
宰
府
参
り
の
旧
道
が
伸
び
て
い

て
、
よ
く
近
道
を
し
て
帰
り
ま
し
た
が
、
イ
ガ

イ
牟
田
池
の
辺
は
道
が
狭
く
て
心
細
か
っ
た
で

す
。
花ケ

無
尾

ナ

シ

オ

の
六
地
蔵
の
前
か
ら
牛
頸
川
へ
と

下
り
、
川
に
沿
っ
て
堂
の
本
の
我
が
家
へ
と
帰

り
ま
し
た
。 

中
学
生
の
足
で
駅
か
ら
約
５
０
分
で
し
た
。 
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